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最初 の 自由 ヴァル ドル フ学校(以 下、 シュタイナー学校)1が ドイ ツの シュツ ッ トガル トに設
立 され たのが1919年である。以後 ョーロ ッパ各 国に広 が り、今 や世界58力 国 に921校の シュタ
イナー学校が存在 し世界 中に広が りを見せ る。 また、就学前の幼児教 育 と しての シュ タイナー幼
稚園 は1600以上 とも言 われている2。シュタイナー学校 は、 シュタイナー教 育 と呼ばれるル ドル
フ ・シュ タイナー(Rudolf　Steiner1861～1925)の提 唱す る人智 学(Anthroposophie)に基 づ















































1に人智学の観点か らの教育課題を示 したように、それぞれの発達時期に応じた教育課題があ り、
その課題を達成するためのキーワー ドが重要な指標 となる。
以上、 シュ タイナー教 育を理解 するための導入 として人智学思想に よる人間観 を概 観 した。 次
では、 この ような特徴 ある教育思想 が どのよ うに 日本へ移入 して きたかを歴 史的経緯 か ら明 らか
に してい く。
2,国 内への シュタイナ ー教育思想の移入
まず、隈本有 尚(1860～1943)と、谷本富(1867～1946)の2人を中心 に分析 してい く。 日
本 で シュ タイナー教 育の研 究が 始 まった のは、衛藤(2000)5によれば明治 ・大正期 に教 育界
で活 躍 した隈本有 尚(1860～1943)が発 表 した1912年の 「宗教 的、道徳 的情操 の教養上見 神
派 の心理学 の応用」(『丁酉倫理 会倫 理講演集』)が最初 である と言 う。 この論 文において、1911






θ　education of children from the standpoint of theosophy"London,1911)」の抜粋があることから、
英語に堪能な隈本が英語版の出版により、シュタイナー教育思想に出会う契機を得たと述べてい













脈から指針を見出そうとしていた。 このことは、谷本(1938)7の「更 らに第三期 は精神科学を
取つて宗教、宗教々育の新基礎を固めやうといふ事に成 り、〔中略〕そこで先づ第一に採用 した
のはハリガリア人(まま)ルー ドルフ ・シュタイナー(1861年生る)の1931年に公たしたアンスロポソ

































業社会システムが教育に持ち込まれることは、学校 を通じて能力主義 ・競争主義の価値観が子 ど
もたちに移入して くることになる12。
1970年代には、能力主義 ・競争主義の価値観がさらに拍車をかけ、進学競争の過熱化 を引 き
起 こし、校内暴力やい じめ、不登校などが問題 となってくる。そうしたなか、公教育へのアンチテー
ゼとしてオルタナティブな教育が徐々に芽吹いてきた。1975年に子安美知子が親子で体験 した






ていくことになった。 またシュタイナー著作関係の訳本 も、1980年代頃か ら次々と紹介される
ll河西善治 『シュタイナー入門』2001、ぱる出版
12乾彰夫 『日本の教育と企業社会』1990、大月書店












道具や、本場 ドイツか ら人智学の思想を取 り入れ、つ くられている木の玩具を中心とするものな
どがある。それ らヨーロッパ系玩具を取 り扱 う店が、「シュタイナーのお もちゃ」 として販売し
たことで、誰でも容易に入手出来るようになった。このように、表層的なレベルで、思想とは切








ど齟齬 は生 じて くる。 シュタイナー も度 々講演の際 に 「すべて、私の述べた ことを鵜呑 みにする
のではな く、 自らの認識 を高め実践 におい てその思想(人 智学)を 確 かめて下 さい。」 と言 って.
いる14。す なわ ち、「シュタイナー」が商品化 され るこ とで知名度 のみが一人歩 きす るようになっ
た感は否 めないが、多 くの個別事情 に立 ち入 って、 その内実 まで探 るこ とは困難 を極め るのであ
る。





は じめ とす る 日本 のオル タナテ ィブな教育運動 において教育 の公 共性 が問われ るようになる と、
公教育 のア ンチテーゼ としてシュタイナー教育が こ とさら注 目を浴 びて くる。 しか し、 当初 のア
ンチテーゼ としての性格か ら現在 は、多様性 のひ とつ としての選択肢 の意味合 いが強 くなってい
る と思 われる。 その例 と して、2000年前後か ら多 様性 を求 める教育 の動 きとしてホ リステ ィ ッ
クな教 育論が注 目される ように なった。 日本 ホ リステ ィ ック教育協 会は1997年に創 立 されてい
るが、 当初 よ りシュタイナー教育思想 を射程 に入れ、 ホ リス ティ ック教育 の源流 にシュタイナー
教育が位置づ けされてい る。
そ もそ も、ホリス ティックとは、whole(全体的 な)/holy(聖なる)/heal(癒す)/health(健
康)な どの共通語源 「holos」か らの造語であ る。1970年代 よ り、医療 ・看護分野 で 「ホ リステ ィッ
ク ・ヘルス」 として代替医療関連での試み を発端 に、近代科学の限界 を超 えようとす る諸科学の
分野 において システ ム論的 アプローチ とともに、 「ホ リス テ イック ・アプ ローチ」 とい う表現が
各分野 で多 用 され始 めた。教育界 において は、1988年にカ ナダの トロン ト大学 大学院 オ ンタリ
オ教育研 究所 の ジ ョン ・ミラー教授が、 『Holistic　Curriculum』を出版 したこ とによ り知 られ る





この ように、 「ホ リステ ィック」は 「全体性 」「関係性 」を重視 する。 また、 「ホ リステ ィック」
とい う概念 を正確 に定義づ け しよ うとす ればするほ ど、 ホ リステ ィックではな くなって しま うと
い うパ ラ ドックスを持つ。概念 は、現実全体 に区切 りを入 れ、 あえて分節化す ることによって把
握 しやす くす るため のツール とも考 え られる。 しか し、「ホ リステ ィック」 はその分 節化 によっ
て失 われる 「全体性」 を見 ようとす るものである。そ こで、定義づ け しようとすれ ばす るほ ど、
ジ レンマに陥 るわ けで あるが、有 限 な人 間である私た ちは、「全体 性」そ の ものの実 質 を掴 み取
ることは出来 ない。 したが って、「ホリス ティ ック」はそ うい う曖昧で捉 えに くい性 質に耐 えつ つ、
開放性であ ることが求め られてい ると言 えよう。
それでは、 ホ リステ ィック教育論 とシュタイナー教 育 との関係 は どの ような ものであ ろ うか。
「ホ リステ ィック」 は定義 づけ しよ うとす ればす るほど捉 えに く くな るとい う特徴 があ り、 シュ
タイナー教育 も背 景 に人智学の思想が根 幹 にあ るものの、教育方法のマニ ュアル はな く画一的で
ない曖昧性 要素があ る。 また、 シュタイナー教 育で は気質 に沿 った教授 法が とられ るが、生徒 た
ちの意図す る考えに違 いが有 るのはマイナスでは な く、 どれ も欠かす ことので きない四季 の彩 り























次の第二7年 期へのつなが りを常に視野に入れながら、その子 どもの適切な時期を見過ごした り、
早めたりするのでな く模範 と模倣の原理に基づいて行 う。そうすることが健全な肉体を形成し、
この時期の獲得課題である 「意志」を育て、次の課題の 「感情」を育てることへ とつながってい
く。ここで言う 「意志」とは、子どもの主体的活動を指 し、何かをしたいという衝動を含むもの
であ り、大人の 「させる」保育で損なってはいけないということである。シュタイナー幼児教育
では、子 どもたちに 「注入」していく教育方法ではなく 「試行錯誤による気づき」を大切にし、「意
志」の育成を図っている。
シュタイナー幼児教育でのピンク色のカーテン、 目と口しかついていない素朴な人形(ウ ォル




ることにより多様な感覚が得 られ、シンプルなほど想像力 を高める。想像力を高める点か らも、
目と口しかついていないという素朴 な人形は、自分と一体化できる存在となり得る。だが、この
ような外観的な特徴はシュタイナー教育実践の方法の一部であって、本質そのものではない。シュ

































日本では2008年8月現在、全国に9校 の全 日制でシュタイナー教育を実践 している学校があ












レ」が17年の活動実績を持ち、独 自の学習課程を維持 しながら学校法人 となったことは、制度
との整合化が実現 した事 とともに、今後の多様な教育へのニーズをどのように捉え、実現 してい
くかを図るモデルケースとなる。ここでは、「東京シュタイナーシュー レ」が学校法人となるま
での軌跡を追 うとともに、他の全 日制シュタイナー学校の近況 も含めなが ら今後の可能性を考察
していく。
5-1.東 京 シュタイナー シュー レ
以下 では、前 身であ る 「東京 シュ タイナー シュー レ」 の変遷 を 「学校法人 シュ タイナー学園」
校 長お よびオイ リュ トミス ト17でもある秦理 恵子(2006)18の手記お よび関係者 へのイ ンタビュー
を基 に分析 してい く。表3に 活動の歩みの概 略 を示 した。
「東京 シュ タイナー シュー レ」 は 「シュ タイナーハ ウス」 と呼 ばれ た部屋 で、1987年4月9日
に1年 生8人 を迎 えるこ とか ら始 まった。 そ の 「シュ タイナ ーハ ウス」 とは、1982年に大 人た
ちが学ぶ場 として生 まれてい る。 そ して、1985年には、教員 養成 を終 えて帰 って きた ひ とりを
迎 えて、幼児 と小学校1年 生のための土曜クラスが開設 されるこ とになったが、保 護者 の一人が
全 日課程 でシュ タイナー教育 を受 け させ たい と発言 をす る。 このこ とを機 に、「東京 シュ タイナー
シュー レ」が誕生す るこ とになった。以下 に、 シュタイナー学校 で実践 されている教育 内容 の特
徴 を示す19。
(学校 内容の特徴)
①12年 間一貫教育(小 学校 か ら高校 まで)
② テス トや通知表が ない(年 度末 にその子の成長の糧 となる詩 を担任が贈 る)
③ エポ ックノー ト(教 科書 は用いず生徒 自身が 自分独 自の教科 書 をつ くりあ げる)
④ エポ ック授 業(周 期 集中授 業方式)
⑤8年 間一貫担任 制




























































に今後 、他 のシュ タイナー学校 も公的に認め られる学校法 人化 に向けて動 き出す こ とが予測 され
よう。千 葉県 の 「モルゲ ンラ ン ド・あ したの国」も2009年に小中一貫の学校 法人化の予定であ る。
だが、 この ような規制緩和 の動 きが全 面的に公認シュ タイナー学校へ の広 が りに拍車 をかける
こととな りうるのか考 えてみたい。 まず、規制改革、地方分権 の名 の もとに、一律 的に緩和 され
ることへの懸念があ る。多様化の解釈 が さらに競争原理へ の導入 とな りうる傾 向や営利 主義 が教
育へ入って くる危 なさ、学校設置基準 の緩和が教育水準 を低下 させ ることへ の危惧があ ることだ。
また、新た な学校設置運営主体 に対 して教育の公共性 を担 うだけの保 障が講 じられていない とい
う点 も考 えなけれ ばな らない。今 までの、学校設置が容易でなかった背景には、少なか らず学校
とい う制度の有す る公共性の高 さに対す る社会的合意があった もの と考 えられ るわけであ り、性
急 な改革動向 に惑 わされ ない視点 を持つ こ とが重要で はないだ ろうか。 自由化の波 に押 されなが
ら、公教育の解体が進みつつ あるこ とが、 どの ような意味 を持つのか考 えなけれ ばならない。権
利 としての教育がすべ ての子 どもに保障 され るように、政策決定が住民 自治 によって行われ るよ
う、多角 的な視点か ら関連法規 ともあわせ て、教育特 区について考 えてい く必要性があ る。
5-3.シ ュタイナー教育 の広 が りを支 える力
国内での シュ タイナー教 育移入 の経緯 か ら展 開、 そ して 「学校法人 シュ タイナー学 園」 の軌跡
をみてい くと共に、国内の シュタイナー学校 の動 向をみて きた。一体 この ような シュ タイナー教
育の推 進 を支 えるもの は何 であ ろうか。
まず、 この教育思想 に関 して西平(1997)22は、子 どもを持つ親た ちが シュ タイナー学校 を自
由教 育の象徴 的存在 とみてお り、 と りわけ日本で は、知識偏 重の受験教 育 に対 するオル タナテ ィ









つま り、シュ タイナー学校 が知識偏 重のア ンチテーゼ として多 くの支持 を集 めているが、 その
教 育の背 景思想 に踏み込 もうとする と異界 の こととして敬 遠 される とい う日本 におけるシュ タイ
ナー教 育の現状 を端的 に表現 してい る。 シュ タイナー教 育思想 の根 幹である人智 学の見方は、確










識と実践 という双方向の働 きによって変容を図ることが、認識 を深めてい くことにつながる。
すなわち、親たちの共同体活動そのものは実践であり、学校運営のための学びは思想認識であ
る。これ らは対の関係であ り補完しあう関係でもあるので、実践 と思想認識が互いにフィー ドバ ッ
クされることにより、双方向の交流が生 じて自らの変容を促す ものになると思われる。 したがっ
て、思想認識 と実践は最初から必ず しも統合されているわけではなく、進行のプロセスによって
統合に向けて変容 していくものだと考えられる。ただし、前述の事例からもわかるように、思想
認識 と実践の統合は失敗や試行錯誤が繰 り返されることで促進されるというパラ ドックスが隠さ





逢建設への活動を通じて、自己変容が促進 された。何 よりこの共同体 としての活動は、公教育でみ








ら 「育てなおし」というライフコース上の変容を図るものである。共同体 として様々な体験 をし
てい くなかでの失敗や試行錯誤を通 して支える基盤と推進力は益々高められ強 くなってい くので
あろう。ただ、検証を深めていくには今後の学校設立運動の展開に注視 してい く必要性がある。
おわりに














想 と教育内容 との関係や現実性の問題など多 くの問いが存在する。これらの一つひとつに本稿で
は答えることが出来なかったが、今後の課題として別の機会に論じたいと考えている。
(研究紀要編集部は、編集発行規程第5条に基づき、本原稿の査読を論文審査委員会に依頼し、本原稿を
本誌に掲載可とする判定を受理する、2008年10月15日付)。
